
ChatGPTに聞いてみた 食糧危機：食糧工場、陸上養殖 

 

気候変動により農業、漁業に大きな影響が起きています。これからは、工場内で野

菜、穀物、養殖をしないと安定した生産ができなくなると思います。それには再生可能

なエネルギーと水の循環利用だと思いますが、現在の人間の技術で経済的に採算

は取れるでしょうか 

ChatGPT: 

とても本質的な問いです。ご指摘の通り、気候変動の影響で農業・漁業の不安定化

が進む中、工場内生産（植物工場・陸上養殖など）＋再生可能エネルギー＋水の循

環利用という持続可能なモデルが注目されています。しかし、このモデルが経済的に

採算が取れるかどうかについては、次のような現状と課題があります。 

    現在の技術で可能な点 

1. 植物工場（野菜） 

• 水耕栽培や垂直農法は、すでに都市部で実用化されており、レタス、ハーブ

類、ミニトマトなどが生産されています。 

• **再生可能エネルギー（太陽光や風力）**を部分的に導入するケースも増え

ています。 

• 水の使用量は露地栽培の 90%以上削減でき、水の循環利用技術もかなり成

熟しています。 

    採算性の目安： 

• 高価格帯の作物（例：有機野菜や機能性食品）であれば採算が合うケースが

増えています。 

• ただし、電力コストや初期投資が高いため、大規模でないと難しいのが現状で

す。 

2. 工場型の陸上養殖（魚介類） 

• 循環型水槽（RAS：Recirculating Aquaculture System）により、海に頼らず魚

（例：サーモン、チョウザメ、エビなど）を育てることが可能です。 



• 水をほぼ完全に再利用し、排水を最小限に抑える技術が確立しています。 

    採算性の目安： 

• 魚種や地域により差がありますが、ヨーロッパや日本の一部では商業的に成

功している例も出てきています。 

• 一方で、エネルギーコストと餌代が非常に高いため、広範な展開には課題が

残ります。 

      エネルギーと水のコスト問題 

• 再生可能エネルギーは安くなってきてはいるものの、夜間や天候の変化に対

して安定供給するには蓄電設備（バッテリー）が必要で、それがコスト高の原

因となります。 

• 水の循環利用システムは効率的ですが、消毒・温度管理・ポンプの動力に常

時エネルギーが必要です。 

             採算性まとめ（2025年時点） 

分野 技術的実現性 採算性の傾向 現状の課題 

野菜工場 
高い（実用化

済） 

高価格作物なら黒字化可

能 

初期投資と電力コス

ト 

穀物（米・小麦） ほぼ未実現 採算困難（効率が悪い） 面積・光量・コスト 

陸上養殖 中程度〜高い 魚種により可能 餌代・エネルギー代 

再エネ＋循環

水 
技術的に可能 エネルギー価格次第 蓄電＋メンテコスト 

 

         今後の可能性 

• AI制御やロボット自動化により、労働コストが減れば採算性は改善されます。 

• カーボン価格や水価格の上昇により、地球にやさしい工場内生産のほうが相

対的に「安くなる」未来も十分あり得ます。 



• 政府の補助金・カーボン税制優遇が導入されれば、普及スピードは一気に高

まるでしょう。 

    結論 

現在の技術で限定的には採算が取れるが、大規模普及には政策支援やさらなる技

術革新が必要。 

特にレタス・ハーブ・一部の魚介類のような「付加価値が高い」食材から始まり、将来

的にはエネルギー価格や環境コストの見直しによって、主流になっていく可能性は十

分あります。 

 


	ChatGPT:
	✅ 現在の技術で可能な点
	1. 植物工場（野菜）
	2. 工場型の陸上養殖（魚介類）

	🔋 エネルギーと水のコスト問題
	🧮 採算性まとめ（2025年時点）
	🔮 今後の可能性
	✅ 結論

